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特集�◎「まちづくり市民円卓会議」で、みなさんの意見を検討�
◎10月1日は国勢調査の日　◎知ろう、触れよう、埋蔵文化財�

市の木であるクスノキのシンボル的な存在が、ここ神明社の境内にある大クスノキです。この大クスノキは
市内最大と言われ、推定樹齢800年、根回り21メートル、樹高は42メートルで、うっそうとした神社の森の中
でもひときわ高く、堂 と々した樹勢を誇っています。この木は、その昔、未開地だったところに芽生え、自然生
育したと思われます。江戸時代中期に木の生育地に神明社が創設され、以後、ご神木として地区の人たち
からあがめられ、幹にはしめ縄が張られています。昭和34年3月に市の天然記念物に指定されました。�

［神明社の大クスノキ（堂ケ山町）］�
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